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（一社）日本塑性加工学会 鍛造分科会ニュース No.57 2019 年 12 月 

 

ランゲ教授生誕１００周年記念コロキウム 

2019.12.13 シュツットガルト⼤学図書館 

大阪大学 小坂田 宏造 

 

 

Kurt Lange 教授は１９１９年生まれ，ハノーバー工科大学で

博士号取得後，ダイムラーベンツの塑性加工技術部長を経て，

１９６３年にドイツシュツットガルト工科大学の塑性加工研究

所（IFU）の教授，１９８８年に名誉教授になり，２００９年

に逝去された．この間，一貫して鍛造の科学的な研究をされ，

１９６８年の国際冷間鍛造グループ ICFG の創設に関与し，１

９８７年に第２回 ICTPを主催されるなど，国際的に塑性加工，

特に冷間鍛造，の分野で活躍された．ランゲ教授は日本の冷間

鍛造の発展を主導された工藤英明教授と親密な関係があり，多

くの日本人研究者が IFU に滞在したり，塑性加工技術者が訪問

したりした． 

 

 

ランゲ教授生誕１００年を記念して開催され

た本コのロキウムには，M. Geiger エルランゲン

大学名誉教授，E. Tekkaya ドルトムント大学教授

などの研究室の卒業生など５０人余りの IFU 関

係者，塑性加工関係の孫弟子にあたるドイツの教

授が参加し，ランゲ教授の功績や思い出話を語っ

た．日本からも名古屋大学・金武直幸名誉教授，

奈良高専・関口秀夫名誉教授，大阪大学・小坂田

宏造名誉教授が出席して話をした．主催者の

Stuttgart大学のM. Liewald教授はランゲ教授と日

本との関係について言及され，現在の鍛造研究は

ドイツと日本がけん引していると述べられた．以

下に小坂田の発表を和訳・追加して示す． 

（文責・小坂田） 

Bulk Forming 

 

Kurt Lange 教授 
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ランゲ教授と工藤教授および日本の鍛造グループとの関係 

小坂田 宏造  

大阪大学名誉教授 

 
1. ランゲ教授との筆者の個人的な関係 

筆者は 1970 年 3 月，大矢根守哉教授の指導のもと作成した研究をまとめた博士論文「冷間鍛造

の基礎研究」 により京都大学から工学博士号を取得した．1970 年４月から神戸大学工学部に助

手として勤め始め，翌年助教授に昇格した．その頃，英国の国費留学奨学金である British Council 

Scholarship に応募して運よく受かり，1971 年 9 月から１年間バーミンガム大学のメラ―（P.B. 

Mellor）教授のもとで静水圧押出しの研究を行うチャンスを得た． 

英国滞在中の 1972年 7月に横浜国立大学の工藤英明教授の紹介によりシュツットガルト工科大

学の塑性加工研究所 IFU（Institut für Umformtechnik）にクルト・ランゲ（Kurt Lange）教授を訪問

した．ランゲ教授に近くのカフェテリアに連れて行って頂き，私は教授との会話を楽しんだが，

ランゲ教授の幅広い見識と工藤教授との友情が印象に残った．昼食後，IFU の内部を案内してい

ただいたが，多くの大型実用プレスを備えた実験室に驚いた．当時の日本や英国の工学研究が産

業は殆ど関係がなかったのに対し，IFU の研究は産業と直接関係していることが印象的であった． 

1974 年，国際生産加工学会（CIRP）が東京（第１部）と京都（第２部）で開催されたときに，

私はランゲ教授と再会するチャンスを得た．その当時，筆者は CIRP のメンバーではなかったが，

学生時代に京都に住んでいたので，工藤教授に京都観光の案内を依頼された．市内観光の後で，

お二人は（私の博士論文の副査をされた）京都大学の山田敏郎教授に祇園の和風レストランに招

待され，私も同席を許された．そのレストランでランゲ教授と工藤教授は塑性加工に関する国際

会議を発足する話をされた．今まで前例のない国際会議を個人的に立ち上げることには（経済的

な）危険性があったため，当時すでに日本塑性加工学会が存在していた日本で最初の会議を開催

することに同意された．後になって，私は国際塑性加工会議 ICTP（International Conference on 

Technology of Plasticity）の発端の場面に立ち会ったことが分かった． 

その後，私は工藤教授の支援に

よ り ICFG （ International Cold 

Forging Group）総会，CIRP 総会

などに出席することになり，ラン

ゲ教授と何回も会いした．1978

年の CIRP の総会はオランダのア

イントホーフェンで開催された

が，その折にシュツットガルトに

立ち寄りランゲ教授の研究所を

訪問した（図１）． 

この時にも IFU の実験室を見

せて頂き，冷間鍛造部門の責任者

 

図１ 1978 年の IFU の建物と筆者 
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のダンネンマン氏（Mr. Dannenmann）に紹介された．また，当時 IFU に滞在していたブルガリア

のシェルジャスコフ（S. Sheljaskov）博士や韓国のドンヨル・ヤン（D.Y. Yang）博士にもお会い

した．その日の夜，私はランゲ邸に招待され，ランゲ夫人と息子さんにもお会いした（図２）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ランゲ邸におけるランゲ教授とご家族（1978 年） 

 

翌朝，私はシュツットガルト駅からアイントホーフェンへの列車に乗る予定だったが，ランゲ

教授は彼の車でアイントホーフェンに私を乗せて行くことを提案された．駅での運賃清算により

得たお金で私はドイツ人形を娘への土産に買った．高速道路（アウトバーン）の走行中，ランゲ

教授は前方の遅い車にヘッドランプを点滅して低速レーンに退かし，AUDI を常時 160 km/h で運

転された．ドライブの途中で，ランゲ教授の研究所 IFU はスラブ法を開発したジーベル教授（Prof. 

E. Siebel）により設立されたと聞き，ランゲ教授の科学的な方法を納得した． 

私の国際的な活動には，私はランゲ教に非常にお世話になった．国際的な学会との繋がりのな

かった私が ICFG や CIRP の会員になるため，彼と工藤教授の強い推薦が大きな助けになりまし

た．CIRP や ICFG の会議に参加する

たびに，私はランゲ教授の親切心を

思い出す．この厚意に報いるため，

1993 年に私が ICFG 総会を大阪で開

催した折に，ご夫妻を神戸の我が家

にお招きすることができたのは，幸

せなことであった． 

 私とランゲ教授との関係は，2009

年に上海で開催された ICFG 総会で

彼に対する弔意文を読んだのが，最

後になった（図３）． 

 

 

 
図３ ICFG 2009 での弔意文朗読 
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2. ランゲ教授と工藤教授 

工藤教授は東京帝国大学で福井伸二教授のもとで卒業研究を行い，敗戦の翌月の 1945 年 9 月に

卒業された．1946 年に福井教授の助手になりリング圧縮による摩擦測定から，研究者の道に入ら

れ，それ以来，工藤教授は冷間鍛造に関する研究を終身継続された． 

工藤教授は 1959 年にドイツ・ハノーバー工科大学のキンツレー教授（Prof. O. Kienzle）の研究

所に 6 か月間滞在された．この研究所の研究方法はシステム的であったが，実験中心であったた

めに，同大学で塑性力学の研究を行っていたリップマン教授（Prof. H. Lippmann）などの塑性力学

の分野の研究者たちとの交流を持たれた．この頃，工藤教授は冷間鍛造の加工力を塑性力学的に

求める研究をされており，1960 年に上界法を軸対称問題に適用した論文を The International Journal 

of Mechanical Science に発表されたが，この論文で世界的に知られるようになられた． 

ドイツに滞在していた工藤教授は 1960 年に日本に呼び戻され，通産省の機械試験所に設置され

た冷間鍛造グループのリーダーに就任された．着任直後から精力的に冷間鍛造の材料，潤滑，力

学，素材作成などの広い分野の研究を始めらた．その後，横浜国立大学教授に就任されて 1967 ま

で機械試験所と兼任された．1969 年には日本塑性加工学会の中に冷間鍛造分科会を設立されて日

本の冷間鍛造の研究者技術者を結集し，以後，日本の鍛造研究を主導された． 

1967 年，工藤教授は，英国のピュー博士（Dr. H. Ll. D. Pugh）が主催する OECD の塑性加工専

門家グループ会議に参加するために，機械試験所からパリに派遣された．その成果として，1968

年に ICFG が設立された．この会議で工藤教授はランゲ教授と初めて会い，この会議の後で彼の

研究所 IFU に招待されました．1970 年には工藤教授は冷間鍛造の欧州視察団を編成され，IFU も

訪問されました．視察団は冷間鍛造分科会の初期会員（文末に名簿記載）と見らる． 

 

図４ 1970 年の冷間鍛造の欧州視察団（Stuttgart 大学・IFU 提供） 

中央：工藤教授とランゲ教授，後列左端：豊田中研粟野氏 
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これ以来，IFU は日本の冷間鍛造研究

者，技術者のメッカになり，1972 年に工

藤教授が私をランゲ教授に紹介された

のは当然のことだったであろう． 

ランゲ教授の 80 歳を記念する本 1)で，

工藤教授は 1974年にCIRPの総会で日本

に初めて来られたランゲ教授と塑性加

工の国際会議の創設についての夢につ

いて相談されたことを書かれている．１

０年後の 1984 年に彼らの夢は，第１回

の ICTP として工藤教授が主催して東京

で実現し（図５），第２回 ICTP は 1987

年でランゲ教授が主催してシュツット

ガルトで開催された．  

 

3. ランゲ教授と日本塑性加工学会の

関係 

1979 年にランゲ教授は，工藤教授の勧めで日本塑

性加工学会（JSTP）の会員となり，二人は 1990 年に

名誉会員になられた．名誉会員の紹介欄に，ランゲ教

授の研究所に（1990 年までに）１０か月以上滞在し

た塑性加工学会会員が４人いたほか，非常の多くの会

員たちが訪問したと書かれているが，その中の一人が

著者であった． 

1979 年の「塑性と加工」にランゲ教授の解説（図

４）が掲載されている 2)．この解説では冷間鍛造技術

の概要を説明されている．冷間鍛造自体エネルギー消

費が少ないが，素材製造に膨大なエネルギーが消費さ

れているために，材料を捨てる割合が小さい冷間鍛造

は，特に材料利用効率で省エネルギーに貢献すること

を指摘されている． 

1984 年に JSTP は第１回 ICTP を東京で開催した（図３）が，これは工藤教授とランゲ教授のア

イデアと熱意が実現させた会議である．それ以来，JSTP は ICTP の事務局の役割をしているため

に ICTP は安定的に運営されている． 

1996 年，JSTP は（株）ニチダイの基金により精密鍛造国際賞 “JSTP International Prize for Research 

& Development in Precision Forging” を創設した．第１回の賞は 1996 年に工藤教授とアルタン教授

（Prof. T. Altan）に米国コロンバスで開催された第５回 ICTP で授与され，ランゲ教授（図７）と

ピュー博士に 1999 年にドイツ・ニュルンベルクで開催された第６回 ICTP で授与された． 

 

図５ 第１回 ICTP でのバンハイム教授（デンマー

ク），工藤教授，ランゲ教授 

 

図６ ランゲ教授の の学会誌解説 2) 
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図７ 1999 年 ICTP での精密鍛造国際賞の授賞式後の記念撮影 

工藤教授，ニチダイ田中社長夫妻，ランゲ教授夫妻  

 

4. 日本の冷間鍛造の発展経過 

冷間鍛造技術は第二次世界大戦前の 1930 年代にドイツで開発され，第二次大戦中には薬莢の製

造にドイツのみで使用された．戦後，この技術は戦勝国の米国や英国に移植され，乗用車部品の

経済的な製造方法として使用されるようになった．  

1960 年ごろから日本でも乗用車生産が始まった．これに関係して冷間鍛造の重要性が政府によ

り認識され，通産省機械試験所に冷間鍛造の特別研究グループが設置され，工藤教授がリーダー

に任命された．工藤教授は 1967 年まで機械試験所を中心として活躍され，1963 年からは横浜国

立大学の教授を併任された．国際冷間鍛造グループ ICFG が結成された１年後の 1969 年に，工藤

教授は塑性加工学会内に「冷間鍛造分科会」を設置して大学や民間企業の研究者を集めて，日本

の冷間鍛造の研究開発をリードした．  

図６に 1960 年から 1995 年にトヨタの中型乗用車に搭載された冷間鍛造部品重量変化と部品を

示す．この図は工藤教授とトヨタの高橋昭夫博士により作成されたものである 4)．この図の上段

はボルト・ナットなどを除いた冷間鍛造品の重量推移，下の段にはその時代に冷間鍛造化された

部品を示す．1960～1980 年には急速な重慮増加があるが，これは工藤教授の影響が大きく，ラン

ゲ教授が日本の技術者の西欧への窓口になっていた時代である．1980 年頃に急激な増加は終了し

たが，この頃に日本の冷間鍛造は，欧米の手本を見て開発を行う時代が終わり，先進国に追いた

と見られる．  

1980 年頃までの冷間鍛造品は比較的単純な回転対称形状が多かったが，これは工藤教授やラン

ゲ教授が主導した初期の冷間鍛造技術であり，1980 年頃には広く普及していたと言える．1980 年

頃から等速ジョイント（CVJ）が重要になったが，この複雑形状部品はそれまで冷間鍛造されて

いなかったために，新しい技術が必要になった． 

1970 年代中ごろのオイルショックで石油価格が急騰し，1980～1990 年の頃に燃料消費の少ない

FF 車が多くなるとともに CVJ 部品の需要が急増した．世界的に CJV 部品の冷間鍛造化が試みら

れたが，それまでに冷間鍛造化された軸対称品部品とは異なり，複雑な形状であるために冷間鍛 
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図８ トヨタ中型車搭載の冷間鍛造部品重量の変化と新規開発品 4) 

造化は容易ではなかった．温間鍛造や閉塞鍛造などは世界的に研究されていたが，日本ではいち

早くこれらを応用して CVJ 部品の鍛造を可能にした．  

1982 年に冷間鍛造分科会は鍛造分科会と名称を変更したが，理論的な研究を鍛造全般に拡げる

ためであった．工藤教授は 1990 年に横浜国立大学を定年退職され，1991 年に鍛造分科会の主査

を筆者が引き継いだ．工藤教授は 2001 年に亡くなるまで活躍され，工藤教授に励まされたり指導

されたりした多くの鍛造関係の研究者や技術者が研究開発を続け，新しい精密鍛造技術を作り出

した．1990 以後における日本で開発された精密鍛造関連技術として次のような分野がある． 

1) 複数の駆動軸を持ち自由なスライド運動を可能にした各種サーボプレス 

2) 精密歯車部品の冷間鍛造化を可能にしたネットシェイプ鍛造技術 

3) 単純な操作で素材に塗布が可能な環境対応潤滑剤 

4) 軽量化部品の製造のための板鍛造 

5. 結言 

ランゲ教授と工藤教授は自動車部品の製造のための冷間鍛造の世界的な発展に対し貢献した．

彼ら以前の鍛造技術は経験と実験的なルールで設計していたために，工具面圧の非常に高い冷間

鍛造工程の開発には長いトライアル・アンド・エラーの時間が必要であった．両教授は塑性力学

を用いた科学的なアプローチを取り入れ，鍛造工程の開発過程に大きな変化をもたらした．  

ランゲ教授や工藤教授が取り組んだ冷間押出しや冷間据え込と言った鍛造方法自体は，現在で

は既に広く行きわたったが，彼らが基礎を作った科学的なアプローチは新しい時代にも活用され

ている．例えば塑性加工と熱処理を組みわせた工程を，CAE を活用して確認しながら開発すると

いった方法で，鍛造の世界にイノベーションを起こしている．  
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